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法律第34号 所得税法の一部改正 30.6 . 30官報

法律tf-185サ 教育公務員特例法第32条の規定の適用を受

ける公立学校戦以等について学校君、誰婦としての制服を

l四

準教育臓はとしてのねl誌とみなすことに関する法律

30.7.釘閥 ｜ 号

法律第12 5号 女子教育i織はの桜前夜伎の休日民1 Flにおけ

る’学校教育の
正

常な災施のf«i：：保に以iする法律

30.8. 5’，；n’技

法律第133号 ri<I家公務H等退職手当暫定措置法の一部

改正 30.8.5官報

法律第143 �）－ 忠給法の一部を改正する法律の一部改正

30.8.8官報

政 � τ， 

政令第105号 lf-'J立学校設置法施行令の一部改
正

30.7.1 T刊誌
省 令

文部省令第13り・ l1'1:1'l.学校設置法施行規則の一部改正

30.7.1 HNi 
規 則

人寸；H院15-4 非常勤l臨日の勤務l時間及び休暇

30.7.20官·m

文部省告示第58号 教育棋は免許法により， 大学のl陪ihW

生の謀棋を免許ー状J受与の所要資桁をm－させるため泊当な

諜程として認定 3 0.5.18官級

文部省告示第66号 H白和30｛手度司；欝及び司誤

基t綱 30.6.21官十説
文fil：省f告示第69汚

．
昭和初年度可荷数；諭講習実施要綱

30.6.24Wtl� 

学 内 規 程

学則中一部改正

（昭和初年4月28日評議会にて改正〉

儒山大学々則のー加を次のように改Eする。

別表（第1)中， 文Hll学部， 文学科， 前座開の「古典文

学第1ff昨座，古典文学第2講座，西洋文学第1誹座，西洋

文学第2講座，西洋文学第5講座，西洋文学第4講座J

を「国文学及び中｜明文学第1講座， 間文学及ひ、1:1:1�JN文学

第2講座，英文学tr� 1訴座，英文学第2講座， ドイヲ文

学第T 講座， ドイツ文学第2講座」に改める。

付則第1条を次のように改める。

( 1 ) 



第 4 号 学

第 1条 本学則は昭和30年4月 1日か ら 実施する 。

学則中 一部 改 正

（昭和初年7 月 8 日 評議会にて改正〉
学則の一部を次の よ うに改正する 。
別表（第2 ）を次の よ う に改める 。

一般教育科目人文科学関係の学科目欄中の「照史学」を
「歴史jに改め社会科学関係の学科目欄中の人文地理学

報 昭和30年 9 月 5 日

検 定料 400円
入学料 4 00円

別表（第り 工学部の 金属工学科講 座欄中の「機械工学
第 1 講 座， 機城工学第2講 座，機械工学第3講 座」を削
り ， 金属工学科の次に次の学科及び講 座を加える 。

機械工学科 ｜ 機械工学第 1講 座，機械工学第 2講 座，
｜機械工学第3講 座

付則中第 1条を次の とお り 改め る 。

の次に「統計学」を加える 。 1第 1 ＇条 本学則は昭和13 0年 7月 1 日 か ら 実施する 。

外国語の学科目欄中「独語Jを 「ドイツ諾」に「［ム詰J
を「プランス語Jに改める 。

付則第 1 条中「昭和3Q'i'f:4 月 1 日 」を「昭事113 0年7 月 1 日 J
に改める 。

学則中 一部 改 正

（昭和初年7 月29 日 評議会にて改正）
学則の 一 部を次の よ う に改正する 。

第 5 条第 5 項中「工業 化学科及び金属工学科Jを「工業
化学科， 金属工学科及び機械工学科jtこ改める 。
第50条中教育学部の定員表を次の よ うに改め，
教 育 学 部

第一中等教育科 26 0名
第二中等教育科 4 0名
第一初等教育科 28 0名
第二；初等教育科 200名

工学部金属工学科の次に次の項を加える 。
機 械 工 学 科 120名

「第1 1章Jを「第12主主」と し以下 1主主ずつ繰 り 下げる 。
「第56条」 を「第64条Jと し以下1条ずつ繰 り 下げ る 。

第10主主 第55条の次に次の 1草； 7条を加える 。
第 1 1意 専 攻 科

第56券、 木学に次の専攻科をお く 。
楽学専攻科 薬学専攻

第57条 薬学専攻科の修業年限はT年 とする 。
第58条 薬学専攻科の学生定員は 7 名 とする 。
第59条専攻科に入学を許可すべき者は学校教育法第57条

第 2 項及び同施行規則第 70条の 資格を 有する ものにつ
き，選考の上これを定める 。

第6α条専攻科の学科課程は別に定める と ころによ る 。
第61条専攻科に 1 年以上在学 し ， 所定の単位を履修取得

した者は課程を修了したもの と 認め修了証書を 授与す
る 。

第62条専攻科の授業料等は次の と おりと し徴収方法等！
については授業料等に関する各条項を適用する 。 ！ 

授 業 料 年 額 6, 000円 ｜ 

但し第50条の改正規定の う ち教育学部の項については昭
和初年 4 月 1 日 か ら 適用する 。

一般教育課程履修規程中一部改正

（昭和初年 7月 8 日 評議会にて改正〉
一般教育課程履修規程の 一 部を次の よ う に改正す る 。
第 2条第 1 項第 2号社会科学の系列の学科目人文地理学
の次に「統計学」を加える 。
付則中「昭和29年 1 1 月 19日 」を「昭和30：午 7 月 1 日 」に
改める 。

体育部会規程中一部改正

(Fl日和3 0年 4 月2 8 日 評議会にて改正）
体育部会規程の 一部を次の と お り 改正する 。

�・9 条中「厚生係長」を「補導係長」に改める 。
付則�1=1「昭和24年8 月 1 日 」を「昭和初年5 月 1 日 Jに
改め る 。

職業相談所規程中一 部改正

（昭和初年4月28 日 評議会にて 改正〉
富山大学職業相談所規程の一部を次の と お り 改正する 。
第5条を次の とお り 改める 。

第5条 本所の事業所を次の 5 か 所とする 。
文理学部事業所
教育学部事業所
経活学部事業所
楽学部事業 所
工 学 部事業 所
付期中「昭和1 24年9 月2 6 日 」を打！日和30年5月 1日」に
改め る 。

教育学部規程中一部改正

（昭和3 0年5 月 13 日 評議会にて承認〉
教育学部規程の一部を次の と お り 改正する 。

第 1 8 条中「聴講料Jを「授業料」に改める 。
付・則中「昭和1 26年 11月 1臼jを「昭和30年 5月 1 日jに
改める 。

( 2 ) 



昭和初年9月 5日 旦ι寸・

薬学 部規程中一部改正

（昭和130年7月29日評議会承認〉

楽学部規程を次のとおり改正する。

第4条中「万Jj表」とあるを「別表（l)JUこ改める。

「第5主主」を「第6�告：」とし「2点�28条」を「第33条」と

し， 以下1 条ずつ繰り下け＠る。

第 4 章 第27条の次に 次の 1主主 5 条を加える。

第5掌 薬学専攻科

第28条 薬学専攻科に関しては，；日山大学々則に定めるも
のLほか， この条項による。

第29条 薬学専攻科の学科課程は， 別表（2）の通りとす

る0

t})30条 履修単位は30単位以上Ci\昨義3fミl IJ以上，10単位

以上及び実習（研究報告を含む。〉 20単位とする。

第・31条 入学を志望するものは，次の各号の1にi該当する

ものでなければならなし、。

1 . 薬学専攻と牒Jillある五II科系学術学引を修了した大学

卒業者

2. 前号と同等以上の 学力があるとi認められた者

イ． 旧大学令による大学を卒業した者・

ロ． 旧高等；師範学校脱程による高等師範学校専攻科を

卒業した者

、． 旧中学校令による，＿，＿J学校岩しくは高等女学校を卒

業した者 ， ま たは 旧専門学校入学者検定規程に よ

り， これと同等以上の学力を有する字？と検定された

者を入学資格とする旧専門学校令による修来年限5

年以上（予科の修業年限を含む。〉の専門学校を卒業

した者

ニ． 旧専門学校令による修諜年限5年の専門学校を卒

楽し， 更に研究所等において，研究失絹2年以とをl
有する者。 ！ 

ホ． 外悶において学校教育における%年の謀紅を修了l

した者

節32条 入学者のJI拷は，出身大学の訓宜書並びに学力i�＼ : 
験1えび身体検査によって行う 。

付則を次のよう に改める。

木古fl砲は， 昭和130年7 )j 1 uから施行する。
「別表」を 「別表（1）」 に改める。

日lJ表（2〕市山大学葉学部専攻H学科課紅

学 科 目 ｜単位数
薬 化 学 時 論 ｜ 4 

山 論 化 学 時 論 1 3 

薬 品 分 析 学 特 論 ｜ 4 

報 u� 4 号・

特 殊 分 析 I 2 

生 業 化 学 特 論 ｜ 4 

�－－ －－；－�r.-·-;-r------;-
J「孟一 造 学1 2 

合 成 化 学 l 2 

公衆衛生学問衛生問与論 1 3 

製 剤 学 特 論 ｜ 2 

楽 川 学 I 2 

生 則 化 学 特 論 ｜ 3 

微 生 物 化 学 ｜ 2 

薬 物 学 持 論 1 3 

内 分 出 化 学 i 2 

楽 化 学 尖 習 I 2 o 

特 殊 分 析 学 央 官I I 2 0 

生れび生楽化 学民自 1 2 0 

薬 品 製 造 学 尖 習 ｜ 2 0 

公衆衛山び衛生化学災習 ｜ 2 0 

楽 剤 学 央 制 I 2 o 

生 叩 化 学 災 前 ｜ 2 0 

薬 物 学 尖 習

·1 2 0 

宮
山
大
学

四

号

工学 部規程中一部改正

（昭和初年4月28日評議会承認〉

工学（'ill周般を次のとおり改正する。

rtfl 4 Jl'i:J，「tl\12条J，「第13条」，「第14条Jを次のとお

り改める。
第4 �［詑 聴�／1�生及び研究生

第12；長 学則第60条第p:買によりI郎講を希望する者は，聴

"i'i�Hl:I宏選定し， 又学則�M1条により研究を希望する

c 3 ) 



第 4号 学

者は，研究題目，希望する指導教官名，在学期間等を定｜
め，夫授々業開始の10目前までに下記の書類を学部長に｜
提出しなければならなし、。 ｜ 
1.入学願書 ｜ 2.履 歴 書

i 
3. 身体検査書 ！ 
第13条 聴講生及び研究生の選考は教授会が行う。 ｜ 
第14条 聴講生及び研究生には，所定の授業料の外，笑験｜

実習等につき別に 実費を徴収することがある。 ｜ 
第15条を削除する。 ｜ 
別表を次のとおり改める。 ｜ 
別表 電 気工学科

学 目科 ｜単位判｜ 学 目科 ｜単位数

専攻科目 電気工学概論 る
電気磁気第1 2 電気工学特論

電気磁気第2 4 卒業論文 6 

電気磁気演習 2 
電気回路第1 3 関連科目

電気回路第2 4 工業化学概論 3 
電気回路演習 2 金属工学概論 3 

電気磁気測定 2 機械工学概論 3 
電気機器第1 4 機大械 工作法意 2 
電気機器第2 4 工業 力学 2 
電気機器第5 4 蒸気原動機 6 

設
電

設

電

計
計

気
気製

製
図
図
工
工
第
第
学
学: 2 工業電気化学 4 

4 71' 力学 2 
発電及び変電 4 機 キ葺 学 る

送電及び配電 4 応用数学 2 
電力応用 4 応用物理 2 
電 気材 料 2 工業英語 2 
高電圧

工
学 2 

法規»..び管阻 2 ｛本 脊
有線通信 6 

無線通信 4 
高周波応用 4 
伝 送 学 2 

電子工学 2 
曜

妻
電

実

実

気
験

露
気
酷

工
工
工

第
第
第

学
学

学
: 
る

4 
4 

備考 電気工 学特論の単位数は必要に応じて定める。

報 昭和130年9月5日

工業化 学科

学 目科 ｜単位数｜｜
専攻科目

｜単位劃科一
場
般
場
論

学
図析
験
理
験
機
験

験
論
説
文

一

実
特
命

3一
ヱ一

工
各
化
製
分
笑一物突
有

実
学

学
制

論

E一一学
計学
計業
計業

学
業
学
業
学

化
化
化

業

一

機
業
業

学一
化
設
化
設
工
設

ヱ
化
工
化
工
化
有

ヱ
ヱ

卒

円L

円Jh

qι

AUT

Zd

zd

zu

識維工業化学
燃料 概 論
油脂及び塗料
有機合成
工業化 学
アセチレシ系
工業化学
有機工業
化学 特論
有機化学
工業化学概論
分析化学
無機化学
工業電気化学
酸・アルカリ
肥料 化学珪 酸 塩
工業化学
物理化学
�用コロイド
化 学
応用触媒化学
化学 工 学

円，ι

ηι

zu

Au

r0

41

Fhd

zu 2 
12 : II 

4 
4 
4 
4 
3 
3 
4 11体 育

関連科目
電気工学概論 ZU

噌ο

70

ワι

機械工学概論
金属工学概論
工業英語

備考ヱ業化学特論の単位数は必要に応じて定める。

金属工学科（金属工 学専攻〉

学 目 科 ｜単位数l 学 目科 ｜単位数

専攻科目 選 鉱 学 2 
金 キ目 学 4 金属工学概論 る

鉄鋼材料学 5 鉄冶金学第1 2 
金属物理学 鉄冶金学第2 2 
物実理冶 金 学

験 鉄冶金学特論 2 
放射線工 学 耐火材 料 2 

2 製錬学実験 2 
2 非

非

重

第
第
雄

鉄
銑
冶
冶

銑

金
金
E

学
学詰: 2 

2 2 
2 2 
3 電 気 冶 金学 3 

非鉄鋳造 2 金
設属計

工 学
法

鉄 鋼 鋳造 4 材料試験法 2 
金実属加工 学

験 2 機披設計製図 2 
材料試験実習

c 4 ) 



昭和初年9月5日 � -+- 報 第4号
機大 械工 作武法 分析化学 4 機械力学 4 
機械笑官i 'rti'.気工学概論 3 構造力 学 2 fit.\ HJ力学演習 0.5 

材 料 力学 2 物 rm 1じ学 4 機械設計第1 鉄道草鞠
分定析性定実験畳 2 工業化学概論 3 機械設計第2 4 荷役機械 2 
冶金分析実験 品質竹2羽！ 2 精設密計機械法 2 圧縮機械 2 
冶 金 機 械学 2 機械工学概論 3 工業熱力学 暖房冷凍酸肥・アルカ料リ 2 蒸汽原動機 紡織機械燃料概論 2 

金属工学特諭 工業英語 2 内燃機関 流体機械第2 3 

卒業論文 10 7,/( 力 学 品質管理 2 
＝同.，.之 流 体 力 学 自動制御 2 

関連科目 流体機械第1 化学工 学 4 
無機化学 工業計測 冶金機械 2 

備考金属了学特諭の単位数は必要にjぶじて定める。 精計密測測定機及器び 4 工経場管制及蛍び 2 
材料試験 法 2 電気工学概論 3 

金属工学科（機械工学専攻〉 臨工機工作作法法第第
械

械: 6 金 相 学 2 
学科目 ：単位数｜ 学 科 目 ｜単位数 4 鉄鋼材 料 5 

専攻科目 8 
精密加工 2 非鉄金属材料 3 

材料力学第1 3 関辿科目
工 作機械 4 電気実験大要

材料力学t(l;2 2 lぶ j日 数 学 2 機械工学製図 工業英語 2 
際主 中I� 学 3 Jぷ物i/ftJ Jljf 5 機災械験工実学習 体 育

付則中「1月10日」を「4月1日」に改める。
ーー . .且a・ ・・ ・・・・・・・・ ・... .....・－ー.. ・・・・‘・..・・・ ・E・E・・ a・・・a・・・2・ ・・－－・E・・・・....

人 事
, ...・・・・M・M・・・・・・・a・・・・・・・・・・・・・・・・・・a・圃・・・・・・・・・e圃a・・・・a聞・・・・・同・....・...・

異 動 内 容 ｜発令年月日

（釘山大学教育学部〉の併任は終了した｜昭和130. 4. 1 

（常山大学文理学部〉の併任は終了したl // 

// ｜永田鉄 三｜講師（富山大学経済学部〉の併任は終了したl // 

〕 ｜丸岡淳 夫1 // 1 
校〕 永森正治 // // 

） ｜久保凶音一郎
｜高 田 源 滑l // I 
｜正木 一夫l // I 

〉 l伊藤善市｜ 9 I 9 

〉 ｜吉田 勇｜

弘中''"' 

山
大
学

四

号

c 5 ) 
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職 ｜氏 名｜ 異 動 内 容 ｜ 発令年月 日

専要品部事務長〉 ｜松沢義治｜文理学部分任収入官吏を免ずる ｜昭和30.4. 1 

�＊霊長部事務長〉 ｜片山源二｜教育学部分 間志瓦元ずる ｜ 
君主霊品部事務長〉 ｜伊東良一｜経済学部分任収入官更を免ずる ｜ 
尋組事務長〉 ｜若林俊吉｜騨部分任収入官吏を免ずる I 
t弘主義B事務長〉 ｜柳坦互光｜工学部分任収入官吏を免ずる ｜ 
匙雲晶司締長〉 ｜数見宇佐男 ｜薬学部出納員を免ずる ｜ 事 務官 ｜ ｜文理学部分任収入官吏を命ずる 文理学部｜学文理学部会計係長〉 I JI I 島 勇次 ｜出納員を命ずる 経済学部存偵を免ずる｜
議長部庶務係長） �i崎 茂｜文理学部出納員を免ずる ｜ 
寄与霊長部会計係長） ｜民谷順治｜教育学部分任収入閣を命ずる ｜ 
事 務官 ｜ 一 ｜結語学部分任収入官吏を命ずる ｜ 学経済学部会計係長〉 ｜ 安 守数雄｜経済学部出納員を命ずる ｜ 事 務志会計係長〉 ｜酒井 弘 ｜委主総議震詳Z存ずる ｜ 
寄与空兵除計係長〉 ｜中島国街｜工学部分任収入官更を命ずる ！ 

文部教官（富山大学長〉文部教官（富山大学教授工学部）文部教官（富山大学講師教育学部）非常勤講師（富山大学文理学部）
医 員（富山大学文理学部〉

q 

医 員（富山大学教育学部）
q 

，， 

医 員（富山大学経済学部〉
医 員〈富山大学薬学部）医 員（富山大学工学部〉
技 術 補 佐員（富山大学厚生課〉医 員

｜横山静棋｜詩教官（富山大学助手経務学部〉に採用｜
｜石原寅次郎｜富山大学教授（工学部〉に併任する

任期は昭和31年5月31日までとする
｜南臼 実｜富山大学教授（薬学部〉に併任する

任期は昭和31年5月31日までとする
｜ 一 ｜富山大学講師（薬学部〉に併任する飯原藤 任期は昭和31年3月31日までとする｜ プロ戸レ以・ ｜任用を更新する

カルソシ 任期は昭和31年5月31日までとする
｜福田 博l q I 
｜酒井義昭l q I 
｜福田美明l q f 1草 島 孫 三l // I ｜小林金次l q I 
｜羽田昌三l // I 
｜ 庄 司 吉 宗l q I 
｜松田三知｜ // I 1改 弁 四 郎l q －」

｜ ｜富山大学 医員（厚生課〉に併任する I 

// 

，， 

// 

q 

q 

q 

q 

q 

q 

q 

// 

// 

q 

，， 

q 

’F 

，， 

q 

q 

// 

// 

q 

q 

q 

，， 

// 〈富山大学薬学部〉 l庄司 吉 宗 ｜ 任期は昭和31年5月31日までとする ｜ 
｜福田 博 ｜ 喜男�i高騎設資芸能��乾る ｜昭和30・4.11

1松 沢 芳郎i q 

文部教官（富山大学教翠盤箪主部 ）

｜大谷重苦l // I 
｜松倉博一i // I 

l尾崎 進l q I 
｜卒 岡 純l q I 
林 夫門l q I 

｜ ｜富山大学教授（文理学部〉に併任する小寺廉昔 任期は昭和31年5月31日までとする

く6 ) 

// 

，， 

// 

q 

q 

q 

q 
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文部教’山 i 波梢彦太 郎 I �：；r山大’学教授（文目｜！学部）に併任する ｜昭 和 飢4.11（？有山大学教授紙摘。学部） ｜ ｜ 任!UJは1111利31年5 月 31 Elまでとする ｜ 
// _l_!r�－－土台一一：·＿J - - －－一一二一一 _J一二一－
// ｜城宝正治 ｜任期lは昭和 l初年ゐ30日までとする I // 

// ｜土 生 滋 穂 l // I // 

玉
// l石糊 秀治l // I // 

文部教’1·�’ T 一一｜τ市天平l存可て支部羽Dにfj日干る I 一一一－
J自主凶盆恒産倍強）____ ___ ! ___ �L －�と一一一戸一J_｛印刷1ii*il�lCq� _U1�l tL主主主主晃一＿_L // 一
文部教V I ：玉 生正 信 I �－：r山大学教授（文｝！日’問。に併任する ｜ 

（日山大学教授教育学部〉 I l 任期j はH首相 131年5月31 JJまでとする ｜ 
文部教I ｜ 県 民 日 m I 山山大学助教授（文目 ！学部〉に併任する ｜ 

（？南山大学助教J受教育学部〉 ｜ ｜任期はfl首利31年3 Jj31日までとする ｜ 
// ｜林 勝次l // I // 

// ｜林 三雌l // I // 

文 部 教 ’，·＼· ｜
下斗米 鼠 ！ ？川！ 大手数授（教育学自IDにmイモする ｜ 

0；：山大学教J漫文J�11�’字削〉 ｜ ｜ 任J!JJは1111:[;1_1�1 1y 3 }_] 3HIまでとする ｜ 
も；f出火私��れ前川 ｜小 寺市六i // I // 

文部教 V
I 5b: i総監ニ ！ ？日山大学助数授 （教育 判。に11附する ｜ 

（ 町山大学助孜J受文f11咋部〉 I I f日。H土昭和 131年3 凡 31 Iヨまでとする ！ 
_]M_fn_;t聖域鐙王監遡D＿一一＿J空1時一空j一 一一一一一三一 一 一 一｜ ーと一一一
文部教’iY ｜ 四谷子治 l // I // （応山大学助教授工学部） ！ ｜ ｜ 

�，rJ�：J�；込附属中学校教諭〕｜ 水井詩 作 l // I // 

�(1，��1；説明札一一＿＿J ___ t�竺－��－！�__ l__f D��首都�J�g�fil；�� ，���＇it:. l一一三一
文 部教’1:1' ｜林 l隊次 I �· ；；；山大学助教長（経世刈I)に併{1する ｜ 
0日�！：！主主盟盤J�_X立：1:111i2.___ I I 1JJ!JJは！！ 日平I�吐：＿＿3 旦.§JJL主主と土_2_ l 
私自大整助長授教育判D ｜沢泉主夫l �i�M�；�Wi針転｝i�j��忠男る I // 

キ北大芝助長授－幻l附12)_ ｜永一以 茂i // － 一一 l // 

文部教V I . n· I �＇勾大学助教授（文ii11学fill)に併任する ｜ 

－－－：：；（単位遡針盤盗：也L」�＿＿！�モム凶l幽:f�1�Q3LZ.＿虫色目立ゴ�＿｛＞＿ーー ｜ 

文部教’（＼＇ i i ；守山大学咋叩CSCf11!ザt部〉に併任する ｜ （日山大手，i昨f,jjj教育学部〉 I 1z子基之 ｜ 任JUJはII（叩131年3月31 日までとする ｜ 
// I // ；守山大学 訓 師 （経i出学部〉に併任する ｜ I h釘：JU］はflf\平1131年3 J'.131 l'Iまでとする ｜ 
// l有沢 一タ＇3_1 // I // 

文部事 務’1: I· I 1 日山大学助教疫（楽学部） に併任する ｜ ー辿主主盟国主臨む殴越）.l!!_土�主_l _ _[JtJJ回目盟主三担一世主主主主一一一I�型＇－�そ
文 部教官 I i 富山大学評議引に併任する ｜ 

」皇位盤盤盟主主比一－ �平 太 郎 ｜ 佳m唖盟主bL�-91 日 までとする ｜昭和130 . 4.16 
文部教I i ｜ 大教6散（九州、じた学助手品学t:fll) I ζ刷左竺糊物到i)一一一J一空－�一三－��J_｝モ｜挙管足踏一一一 ｜ 

豆J_�益�lktt邸型立 一j万一山一f空一竺一｜空型三±タ］問i
// ｜新 聞 降 信 l // I // 

文部教’！＇1; I I I 1 土 生 滋 稿 I �＇：r山大学教職安tl会委tlを命ずる I 
// （ 日山大学教長続出学部〉 ｜ ｜ ｜ 

－�r�'.i��f:�N�：�：i叩D I fJl ij:1文信 L一一一一一二一一一一一 一 し一二一
文t'iil教行 I 1 ；・；f山大学認定；i'H引委tlを命ずる ｜ （宮山大学教授続 時学部〉 ｜土生 滋 秘 ｜任HJJは昭和132年4 月 15日までとする ｜ 

おJl� �J-�1Wfl�阿部〉 ｜友杉芳春L一一一一一一二一 L二
｜ 辰Oii'は伏大学女f 1 ll�景方 芳 文 ｜ に採川する I ＂沼不n初5. 1 

一 -__ 1 -- 一 戸f� ；イ �Lr竺！空！：竺川 』 ｜： 昇 一 郎 ｜ ヰltJ
( 7 ) 

れ：f
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官 職 ｜氏 名 ｜ 異 五一内 容 1発令年月日
キ＇�実ltff-1糠〉 ｜五十嵐 淳 ｜宮山大学補導課長事務取扱を免ずる ｜昭和3 0. 5. 1 
キitt度品E課長〕 ｜紺野定三｜富山大学補導課長に酎置換する i // 

キ品ま義室部事務長〉 ｜若林俊吉｜富山大学厚生課長に昇任させる I // 

キi�美喜み庶務係長〉 ｜田屋世治｜富山大学薬学部事務長に昇竺竺－」一二
切実組長厚生係長〉 ｜林 閥� I富一導課補導係問問竺」一二一
明星昌弘補導係長〉 ！泉田利判官一繍峨附こ配搬すと－｜一二
官j鵠長諜〉 ｜吉田徳正 ｜富山大学厚生謀厚生係悶任させる I // 

キ，晶まI）（�＇学部〉 ｜鏑木隆二｜富山大学庶務課に配置換する ｜ 二雇 ｜川原越雄｜富山大学文理学部に配置換する I // _i宣山大学補導課〉 ｜ 一一 ｜ ｜ 
｜ ｜ 文部教官に任官させる I 島民主主盟盟墜室重盛塁L Z山地主（玄E三割以前出］一一一！可回俊二1 I 

1田 武 ｜納得山大学教育学部〉に採mする ｜ ｜ ｜ 任期は昭和3 1年5月31日までとする ｜ 
｜和 泉 三 郎l // I // 

｜西 出 靖 夫l // I // 

｜需藤 現常l // I // 

｜梅原実太郎l // I // 

l松本利一l // I // 

｜林 夫 門 l // I // 

｜鱗谷喜兵衛l // I // 

｜村杉 弘｜ // I // 

｜菅野貞雄l // I // 

I 1講師（富山大学経費学部〉に採用する関谷政雄 任:JtJJは昭和31年3 日までとする
｜村井勝十郎i // I // 

｜ 撞岡貞次郎｜講師（宙山大学楽学部〉に採用する
｜ ｜ 円 ｜ 征：ttflは昭和31年3月31日までとする ｜ 

｜庄司吉宗l // I // 

｜浅地 突 ｜間�i高知奇智完封辺警�＋� I // 

｜一宮宗英l // I 
｜水牧 忠 介l // I // 

L竺ーり1上 一二 」一二
恒竺一郎l // I て｜牧島玄一郎l // 

｜ ｜講師（富山大学教育学部〉に採用する萩野啓之助 任期は昭和3 1年3月31日までとする
｜山本 秀正｜空会議官大学教育学部作業員） l昭和30. 5.10 
I 1富山大学付属図書館教育学部分館長の併任鰭川栄作 ｜日開初5.12は終了した

｜ ｜ 富山大観属図書館教育学部分館長時任神保放牛｜する は昭和32年 5月11日までとする
｜荷藤利三郎 ｜間縄続殺脅芸品開寝る ｜昭和130. 5.15 

，， 

、Jノ一

、lノ一

部一

部一

学一

学一

育一

済一

教一

経一

官
糊一

官
雄

教糊
7一教
耕一

－一
：一

日大一

日山一

音山一
立口歌一

と富一

と和一
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一一一一一一一一一－－ -1

一 一 一 一一lflTI雨前夜両尽手Gf$f前夜店：J+Ff一一一一一 ｜ 日
号irJ1��1�1�iJ1浪〉 ｜ 波fo＇（雷太郎 ｜ 命ずる いl仰1130 . s.16 1 山I I mJIL1JはH付約130'>1三12月15日までとする I I 

文
部 数 日 ｜ 高瀬古推！ ���乾肘；山大学科学教育研究謝料ff I 

// 〔日山大学教授文日時計II) _ I · __ J)YJJ弘明盟主也ヨ？111�J口二:Q_�_::t五一一＿l一一一一一一
// l福井掻二i // I // 

// l植木忠 夫； グ I u 

存：nli�晶1ゐ一文fl！［�
// ｜近膝堅二！ // J // 

号：I. ���品品＇k.目l
�＼�矢�Jj；力！］ぷ」救育学古／S) ｜松為胤従i // t. グ

グ ｜地 川 栄 作l // I // 

// i 高森乙松i // I // 

fiJ��＇1ni�xtJ＇.�t�rn1) ｜大 沢 欽 治 l // I // 

苦.nE�晶ふIJt学i�I＼〕 1 大 向 丈 雄 ｜ 矧目mnは叩山う＂J 15 r.: 
＝＆孟�；，�；主街乙包ID一三ゴ：！f－－�；一三�］��� －�よ… ←：ヤ．呼目I I？＿���争：Fζ ［一一一二－
fi;r���晶弘前学部） ｜ 柴 田 川 日山大竺型（経済学部）に昇任させる よ // 

号1 it－��背品い学「’引＼）＿ l背目： 修 ｜ 川μ［ 1:�1W師－（文1�［＇.�）一 文 一 部 一一一薮 '1 ' 1’一 一一一一一 －一一寸一 ←一一一 一iτ疋i天平扇Z支L受一I 支1110：了コ：訂一£肝d子�一寸一一一一一一( �.；；； rlf大学助教授続出字削） i // 
！ 任期はHf)羽131 �1三5 凡 ？｛日までとする ｜ 一支寸需つ「「一一一一 一一一1一τて 一語一一I＇，. ； ；；山』云乙F教授r支Jlli)

一（巨〔山大己メ：教J受教7電守：HJ\) －』 ｜ ← Y 一一 一一一 ← ！｛夫JW_f引l白日 31 ｛民5雪）J 31一 H ま 一 �c：主主ゑ ｜ 
文 部 数 日 I I ，，.；.；山一入学淵川（文 J1H�f.'. fill）に｛j�任する ｜ 
o，「山本学fii'1\'@iqXi'.1'＇＇／�i'ill) ____ __j一日ど乞二回H主！：！四回目出会一才一主一一上一二 一

// ｜有沢一男l u I u 

文部数日 ｜ ｜ 町山大学助干（文目I[学部〉に併任する ｜ 
o;.r山大学助子教育学行ID ｜ ！協 ,i:：； 房 枝 ｜ 仔：）VJはAf1_£1131:'.f 3 )131日までとする ｜ 

-E1zrJ€�，凡退；以q:{ill) 日「示－－��男｜間1Ii1；�出自殺持活官民智子 :t // 

－一一二 一一一＿＿ I＿！�＿同一乞竺－ ｜一一一一 乙－－ I プ

三毛虫色刷主立｛11\] ＿ ＿ 一一一一L：�－－ ���1－－���一三J 二一一一一一一J J一一

－
－
��r�l*r 11f1�� ；，，出L一 一一一 ーに三五� －�－ I 型空？？ 一 一 一 一 一一 一一」竺虫色竺
�＇； JJ�c＇／�＇ ＂l:r.�－�r；学！＇ill) ！林 大 師i I �－一一一一一一一一一L型主：竺
百二一五孟平［����干J =f�「＝：＝：·－.－. 三 一一 ｜ ー そ 一
一目L品1�！必一一一一一｜ 空主竺主 ！ と 一一一一一一一L二

一色｜凶＆世」－上高日｛ 加消｜阻止跡盟国益出了一I n間130. 6. 1 

？』���－���$%�）＿＿ ｜ 牧 山 玄一郎｜肌錨！鋭利五世話1r!}t.:_ ___ I一一·－－ －�－－－－－
井 村 定 久 ｜ 文部教10\'（叫大学訂l加工学部区内竺る ｜ u 

文 部 紋子s 一一一丁 つVi前τ瓜平教育学部〉に仰す］
三 由 信 一 ｜ 倒jはH附↑何月間までとす（金沢大学教授教育学部） I ｜ 凶雌生ω山大学；じ学剖5)に採fl-Jす高 畑 謙 治 ｜ 任却］は附討羽130竿9月川茅支主主る一 一一一－

-Vi品品量制）＿＿�＝－－－＝－ ！ －－－空互主工！��� ·�：：竺竺竺？竺�：��］＝二一
ーさ芯五G�：�ん－「瓦 瓦ill! －つ r u 
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職 ｜氏 名｜ 異 動 内 容 ｜発令年月 日
｜池田直視｜昭和初年度文部省内地研究員を命ずる ｜昭和初6. 1 
I w. F ラ ウ ッ i 講師 （宮山大学文理学部〉 に棚？ ｜ ！任期は昭和引年3月31日までとす I ｜ 小 柴 値 一 ｜ 語師（富山大学文理学部〉正嗣子�「つ

任期は昭和31年5月31日までとする ｜ 
｜楠 顕秀l // I 
｜ 若 林 繁 l // I 
｜ 伊 藤 普 市 ｜ 講師 （富山大学経青学部〉 に併任する

｜ 任期は昭和31年5 までとする
｜ 秋 谷 七 郎｜講師 （富山大学薬学部 〉 に併任する

任期は昭和31年5月31 日 までとする
｜渡辺重雄｜富山大学教育学部長の併任は終了した I 
I // i 富山大学教育学部長に併任する ｜ I 任期は昭和32年5月31日までとする ｜ 

文 部 教 官 ｜ ｜ ｜ （富山大学教授教育学部長〉 I // ｜ 富山大学評議員の併任は終了した ｜ 
I // 岡山大学評議員に慨する ｜ 

迄J�I�義理学部〕 ｜台川美夫｜宮山大学評議員の仰は終了した ｜ 
// ｜原宮慶太郎l // 

Z去w1$＼品育学部） ｜白川今朝晴l // I 
二一一一＿ _l竺本 健麿l // I 

量日主主主義盟L一一｜孟瓦七 郎｜ // I 
// ｜ 志 甫 伝 逸 ｜ // I 

盈L室長主�－」－�ー亨 I - // 一」
二

｜ 室 町 繁 雄 ｜ // I 
forw1$＼長国学部〉 ｜ 柴 田 万 一年 ｜開講話緊宵�t�でとする ｜ 

二 ｜島崎 藤 一｜ 一一こ ｜ 
語w1$＼主主育学部） ｜ 石 井 逸太 郎 1 �／

－ 

I 
// l溝上茂夫l // I 

2者J;＼$＼み学部） ｜ 中 沖太 七 郎 l // I ｜三橋監物l // I 
福J;�$＼rl"'.r学部） ｜森棟隆弘l // I // 

二一
｜上野 亨l // l // 

i蔵 北 博 ｜臨時筆生（富山大学文政学部）に採用する｜昭和30. 6. 8 ｜任期は昭和初年9月29日までとする ｜ 
｜山東松太郎｜療養を命ずる ｜昭和乱6.24療養の期聞は昭和30年9月23日までとする
I // ｜部践を承認する ｜昭和30. 6.30 
｜寺島兵吉l // I // 

｜吉岡邦二｜産自vi需拡官官吉弘�r寝る ｜昭和30. 7. 1 

’古
文 部 教官（富山大学助教授給高学部〉

文 部 教 官（山形大学助教授文理学部）
文 部 教 官（東京大学教授医学部〕
文 部 教 官（富山大学教授教育学部〉

傭 人
」霊山主主主主部作業員〉

// 

部
）一
学

部一
芸

学一f学
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教「教
学一事学

大一拡大
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己ム寸a 通内 知

こ こに改めて各方面の御配慮に対し深甚の謝意を表する
とと もに ， 今後更に胞設の拡充， 設備の充実を図 り教育 と ｜
研究の突を挙げ， 御期待にそむかないよ う 努 め た いと思 ｜
う 。
なお入学定員等は次のとお り。

＠工学部機械工学科

1 . 入学定員 30名
2 .  修業年限 4 年
3. 開設年次 第 1 年次
4 . 開設時期 昭和初年度

＠薬学部薬学専攻科 （薬学専攻〉

1 .  入学定員
2 .  修業年限
3.  開設時期

7 名
1 年
昭和30年度

昭和50年度文郵省科学研究費

等に つ い て
本学関係の昭和初年度文部省科学研究費の決定者は下記

の と お り であ る 。
＠科学研究費交付金一各個研究

謀語 ｜ 研 究 課 題 ｜ 研究担当 ｜ 査 定 ｜ 備 考
査主し一一－ 1主�一章一l盟主貫一し一一

則 1 41 �占錦業続制 ｜ 劉鰍ドo,oooj 四
｜ ピ リ タ ヂγ類の含硫 i ｜ ｜ 750291 化合物及びその誘導 ｜ 意甫伝逸 I 100 oool 薬学部
｜ 体の合成研究 ｜ ｜ ’ ｜ 教 授

＠科学研究助成補助金一助成研究

｜ ブ ラ シ＇ ＂：／ ・ グぜ リ ノL ノf 11.-1 I 
13 1 161 ヅ エルについて ー「 リ ｜ 佐総 白 郎 ｜｜ プ ヅサ」 を中心としてi ｜ ｜ マ イ グ ロ波による分子｜ ｜ 4030571構造の研究ー内部廻転｜ 児島 毅 ｜｜分子CH3SH等について｜ ｜ 

o , oool 薬学部 ｜ 富
｜ 助教授 l 山

30 000薬地 ｜ 大V / V I 助 手 l 八

, oool 工学部 ・ 子
｜ 助教授

30 ,ooo l 工学部
u � I＿！：竺 ｜ 四

化学研究促進補助金
昭和初年度予算案中に今年度から新 し く 科学研究の推進

策 と して 「イじ学研究促進補助金」 が設け られ予算総額 1 億
5 千万円が確定 し 195 題の交付申請者の内か ら慎重審査が
行われた結果23謀題に対す る 補助が決定せ ら れたが幸い本
学関係におい て は下記課題が採用受給さ れ る こ と に な っ
た。

＠化学研究促進補助金

ベ 慣例？君臨法 ｜森棟吋叩ザ襲
昭和30年度文部省 内地研究員

決定
本年度文部省内地研究此は次の と お り 決定 し木年 6 月 よ

り 明年 5 月 ま で所定の場所において研 究す る こ と に なっ
守 ．れ」 。

語両�－；－；；rit�菅直言霧�；
塑｜竺せ池田直視 ｜ 日利 益踊�:LE:�1型
空｜竺恒二l空白土で｜店長長の化学 l楚

海外出 張教官 の帰朝

文旦l！学部須沼吉太郎助教授には ア メ リ カ ， ロ ス ア ジ ゼル
ス市， 南 カ リ フ オ ユ ヤ大学におい て現代ア メ リ カ 英語 ． 特
に その文法 ， 発音を中心 と す る 研究の ため昨年 8 月 ア メ リ
カ 合衆国へ出張中 の と こ ろ 8 月 4 日 帰朝 した。

学生相談所の 開設



戦災 ス グ ラ ヅ フ。回収の波に乗って戦後再び再生銑プー ム
と も云 う べきも のが訪れた。 昭和21年頃から屡々工場見学
を行っていたが ， 工場側と 計ってお年から25年迄現場の検
討に当った。 文献資料の全く 無l，、分野である事と全国各地
各様の方法で何等拠 り所のない点に鑑み ， 其本性を把握 し
て最も合理的な標準を見出す事が当初Jの 目 的で、あった。 然
し乍ら工場営業用の炉を其憧実験に供する事の無理と学内
を離れて出歩く 事の不便の為に ， 試験炉の必要を痛感する
様になって来た。 試験炉建設の核と なったも のは通産省の｜ 補助金であるがこ の指示は当時工学部長と して着任された
石原現学長先生か らであって ， それによ って予てから先輩
として親 し く 面識のあった三橋通産技官を訪ねたのを皮切
り に ， 省内の友人並に各係官の理解を得る為に幾度か交渉
を進めた。 叉通産省は大学と直結出来ないので飼申請者と し
て県工試北村場長の好意ある承認を頂いた。 当時此問題が
国家的課題 と して採 り挙げ られた事も確かであるが， 一般
に通産省の補助金を貰 う 為には相当の経費を注ぐ事が通念
と されていたのに ， 全く の無手勝流で省内でも異例中の異
例 と して許可になったと云5 事は ， 多 く の知己友人の好意
を感謝する と共に顧みて感t慨を新にする も のである。

補助金の50万円を受けたのはお年の 8 月 で是を基に して
其数倍に当る資金の獲得に踏み出 したのであった。 資金と
云う よ り も築炉に必要な資材であるが通産省 ， 鋼管， 鉄鋼
連盟等の知人を頼って何回も寄附の依頼に上京 した。 炉体
外梶用の鉄板は運賃会社持ちで九州の八幡製鉄か ら送られ
て来た。 大量の耐火煉瓦と パ イ プは 日 本鋼管で了解を得た
筈で、あったが容易に進捗 しなかった。 石原先生自 ら事務長
と 木社を訪ねて承諾を得て来られた り したのであるが夫で
も仲々具体化せず幾度か上京 し交渉を重ねた。 議決の通知
を社内の友人から受けたのは27年 6 月 で其結果一部有償を
含めて 8 月末に現物が届いた。 業界不振の際遠隔の大学に
多額の寄附をする事は格別の処置で、あった と思われる。 其
後も祈訟の鋼'm＇か ら資材等多く の好意ある支援を頂 く 事が
出来た。 建物模様替工事に関 しては大学本部の方々 の御骨
折を頂し 、て補助金の 5 倍にも相当する額であったが此方は
幸し 、迅速に進め られた。

｜ 炉の設計は従来の資料を基に各種の文献を参考に し相当
苦心して行った。 此種の 目 的 としては最小限の形の積 り で
いるが ， 試験炉の欠点である熱効率に関 じては特別の考慮
を払った。 鉱石や鋼を熔かす為には炉内を高温にせねば な
ら ないので、熱風装置が必要であるが鉄管式と蓄熱式を併用
する新い試みをする事になった。 各種の試験に充分耐える
様色々 な場合を考えて特別な設計を行った積 り であるが ，
常に石原先生の検討を頂いて何回も変更 して出来たも ので

l ある。 築炉工事の大要は隣町製作が担当 したが ， 仲々複雑

学 生 相 談 所 設 置 要 綱
称 富山大学学生相談所 と称するC
的 本学学生の一身上の相談に応じ， こ れ

に助言指導を与える 。
( 1 ） 相談所は学生部の所属とする。
(2） 所長， 委員及び助手をお き ， 学長

がこれを委嘱する 。
(3） 所長は学生部長， 委員及び助手は

補導協議会の推薦 した も の とする 。
( 1 ） 所長は所務を掌 り 委員は相談申込

学生に面接しこれに指導助言を与え
助手は委員の任務を助ける。

(2） 事務は補導課が主管する。
昭和初年 8 月 1 日 と する。

昭和初年 ？ 月 5 日

い てつ試 験 炉 に
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学報編集委員委蝿及び解蝿

富山大学学報編集委員を委嘱する。
学生部 補導係長 友 太 郎

(30. 5 .  1 )  

回 利 享
(30 . 5 . 1 )  

林

泉
富山大学学報編集委員を解 く 。

事務局 庶務係長

部 局 情 報
工学都教官の学位取得

工学部金属工学科第 2 講座担当の 室町繁雄教授 は ， さ
きに東京工業大学へ論文提出中の と こ ろ ， 昭和初年7月 7 日
付工学博士 （論文アル ミ ニ ウ ム合金の連続鋳造に関する基
礎的研究〉 の学位を授与された。
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な る も の と 思われ る 。

こ の数年！日l に学界の趨勢 も 相当推移 した。 戦後 ア メ リ カ

か らl読ん に な り 出 して高力鉾激製造 で、は富田L熔解を際傍 し

て鋼陪を駆使 し よ う と して来た し ， 一方｛民形の小型熔鉱炉

で鉱石を 熔錬ず る ！エl際的研究が 欧洲を中心 と して 世界的

に普及 しつ L あ る O 今主主数年間に豆る苦心 と 学内外か ら積

局的 な倒l支援を頂いて漸 く 試験炉 も 軌道に乗 り かけ て来た

が ， 今後一層 の御援助を仰いで世界の潮流に悼 し ， 何程か

の 新分野を開拓 し度い も の と 念願 して し み 。

第報� ザ・H召羽130.f:I三 9 月 5 日

学生 自 治会辿合主催で ， 大学祭を次 の 日 t:'i�で挙行 した。

〈〉 前夜祭 日山旧域社 5 月 :28 臼

i!X装行列 ， rfJrcド デモ ン ス 卜 レ ｛ シ ヨ ン ，
ー ク 夕、、 ン’ ス ， ブ ア イ ャ ー ， ス ト ｛ ム ，
ダ ン ス ・ パ ー テ ィ ー 工学部講��：. 28 日

学耐研究発表会 ＇｛，＼山公会堂 29 11 
座談会（午前） 坂田 ， 岡本訓師を囲んで 文Pl!学部

＼ 以子力をめ ぐって 日山公会堂
I 名古屋大学教授 坂田 昌－ 30 日

初出会 （午後〉／ こ れか ら の世界 と
日 本 の進むべ き道

同志社大学教授 岡本清一

夕、、 ン ス パ 戸 テ イ 戸 宮山電気 ピ ル 30 日
演 劇 高岡公会堂 初日
迎動大会 教育学部 31 日

教義教室 ， 懇談会 ， 富山中部高校 ， 高岡工学部 31 日

展覧会 富山商工奨励舘

絵画展 ， 写真展 ， 書道展 ， .zr::i:11展 ，

ア ジ ア展 ， !Tl際児童画展

号
附属 図書館工学都分館 に バ
ッ ク ナ ン バー 「Qhmj 21 か
年分寄贈 さ る

名古陸＇［Jj昭和II主長池町 2 / 26で電気商会を 自 蛍 さ れ る 池

森 亮？？氏、か ら ， 去 る 5 月 26 日 工学部 分館が ， 電気 雑誌

「Ohm」 内 第1 ↑ 巻 （大1£1.3年〉 至第31巻 （昭和11 9年〉 にわ

た る 21 か年分の寄l泌を受けた。 同誌は戦時中一時 「電気 回

木」 と 改題 したが ， 再び 「Ohm」 に戻 り ， 現夜第42巻 ま で

発行継続の屯気関係内 n神m�L\1こ j:1有力な技術秘誌で ， 殊に今

度寄l�けの も の は ， ち ょ う ど工学部分館に欠本 と なって い る

部分であ る 。

地 ！t亮l'i'氏は高岡工導電気科第 4 由 （昭和25年 5 月 〉 卒

楽生で ， 同，；，むを継続購入 さ れた の は ， ；守山rl:f永楽町 1 ノ 1

に花住 さ れ ， 引：（［北陸＇（ti'.力；.；，，.山支店変電謀に勤務の父君地

萩武次氏であ る 。 21 年rrn も 同一雑誌を 継続購入 し て い る

と ， 非常な愛知を党え ， 手放 し 難 く な る のは 人情の 常だ

が ， J'j分一人で’i争議的趣味に浸って い る よ り も ， よ り 多 く
の人 々 に ひ ろ く 利川 さ れん こ と を望ん で、お られた矢先， 子

息亮i't氏の恋、［＼iii'を入れ母校で、 あ る 工学部分館へ寄贈手続 と

な っ た も の であ る 。

プ オ

祭学大

29 日
30 日
31 日

。
。

。

。
。
〈v
o
o

( 13  ) 

で－相当苦心 した械であ る 。 此かが出来J－. る主主にば文{ill ， 通

淀川省及会主l：の支援を多 く ’史けて お り ， ！日deの他に も 七陪

註：諜土会社か ら イ ゾ ラ イ ト をJJ1＼， 、 た り ， 日 本製鋼中村氏の
！止話で ワ イ ヤ ロ F プ必要Ji\:70米を川崎の工場か ら 送 り 届け
てJJれ 、 た り した。 此等をw�算す る と 400 万円程に な る 。

叉装入原；f+に就ては 鋼管の 滝沢i]ij所長の 好意で 鋼屑1 5
屯， コ ー ク ス 1 011}/j:'：及石灰石 3 1立の応援を］民 く 事が出来た。

期 う して漸 く 炉が出来上 り 迎転のmxJ- も 備った の で あ る

が ， 操業杭費がね られず放泣の状態にあった。 余 り 浅念な

の でS引ゐ組合の老子）1Jn] 1：長に制んで＇·：；｛＇＼·干の私費を以てl訂正

転す る事になった。 一昨｛j三の容であったが幸に し て特殊な

構造に も 拘 らず炉 も 快淵で、ri:r：；足すべ き結果をfq.た。 此突験

はJ令風 コ ー ス で行っ たが予てか ら熱風 コ ー ス に於け る 蓄熱
室切挽弁の注！j風に苦心 し て い た 。 此弁は相当巧妙に考えた

積 り だが工作に精密を裂する の でう ま く ゆか な かった。 そ
の解決に八幡 ， 7日二lて ， 鋼作の脊祉を訪ね結）�）鋼行 の川崎で

採月j した ブ ロ 戸 ノ ッ ク ス と 云 う 戦後 ア メ リ カ か ら紹介 さ れ

た新方式を使ってみ る 事 に した。 丁度其頃lt-任さ れた機械

の�Yj\;ii'r\'f.Tiiに Jt設計をWl'lん だ。 と こ ろ が工作の附維な ど も あ

って芯外に難航 し一年程 も 手広 しに苦労’す る 那 と なった。

此噴に は予て i tJiii'/r ! t の研究費が学長先生や功J労の方々 の御

力添で何 られた為に進捗 させるJJf.が出来た。 其間特殊：民入

装置 を先生 の仰指摘に依って新設 した。 排 風装置のおfr；没 ，

切l��弁明1 の解決 し た の が漸 く 本年 5 月 初］で、あっ て ， 再び老

子の応援で 1 3 13 に熱風 コ 戸 ス操業を行い ， Ji占初ノド ら相当忠

\, 、切った災験条件で、敢行 し たが幸に蹴る ！｜即時で、あっ たO 此

｜ヨ 老子のi臨長のiJTI(I, 、要望 も あった ので有jlj：＝，を招 き 火入式を

行った。 学長 ， 学部長[ii＼］先生は共に風邪で列席 さ れ なかっ

たが予てか ら援助を到し 、 て い る 菊池鋼作所長 ， 北村試！』会場

長 ， 老子製作社長並に学内 の関係諸賢にお出を願った。 此

日 の成功に依って今後幾多の突験を遂行 す る 力；�、い第一歩‘

を踏み出 した取に なる 。

此炉は小型’溶鉱炉 と も 熱風 キ ユ ポ ラ と も 云え る も の で昨

秋か ら若手 し て東大で も 最近作ったが ， 熔鉱炉ーや.zp:炉 の 無

し 、北陸と し て は一つの模型と も な り ， 云わば各種炉の融合

休の様 な も の で操業 のみでな く 構造上で、 も 学生勉学の資 と
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〈〉 映画会 6 月 1 1 , 12日 電気 ピ ル 7 .  16  次期文理学部長候補者選挙執行

女だけの都 自 由 を我等に 7. 18 経済学部新校舎上槙式挙行

。 リ サ イ タ ル 6 月 1 3 日 宮山公会堂 7. 21 学部長会議開催

安川加寿子 ヒ。 ア ノ 独奏会 7. 22 第 6 回補導協議会開催

〈〉 放送文化 L R よ り 放送劇 グ 名 あ る 笛 r 7 .  23 次期薬学部長候補者選挙執行

7. 25 8 月 29 日 ま で 昭和初年度現職教育講座開

日 誌 抄 催

7 .  29 第 6 匝i評議会開催

4.  8 第 7 回入学式挙行

4 .  1 5  第 1 回評議会開催

4. 28 第 2 回評議会開催
// 次期教育．学部長候補者選挙執行

5.  1 3  第 5 回評議会開催

5. 14 第 1 回補導協議会開催

5. 16 昭和30年度科学教育研究室入室式挙行

5. 1 9  事務協議会開催

5. 27 第 2 回補導協議会開催

5. 28 富山大学学生 自 治会迎合主催大学祭開

幕 ， 6 月 1 2 日 ま でに亘 り 多彩な 行事が

行なわれた。

5. 29 第四回北陸学生陸上競技対校選手権大

会開催 〈主催北陸学生陸上競技連盟 ，

主管富山大学 ， 於県営陸上競技場〉

6. 3 第 4 回評議会開催

6. 4 教l隣教養履修方法立案委員会開催

6. 1 1  第 5 回補導協議会開催

6. 12 第 4 回北信越学生柔道優勝大会開催

（主催北信越学生柔道連盟， 主管官山

大学柔道部 ， 於教育学部〉

6.  14 第 4 回補導協議会開催

6. 1 7  職業補導担当者会議開催

6 .  22 高電庄工学実験室完成彼露式挙行

6 .  28 第 5 回補導協議会開催

7. 工学部に機械工学科増設認可
，， 薬学部に楽学専攻科設置認可

7 .  2 事務協議会開催

7.  5 富山大学 ， 県下高等学校連絡協議会開

催

7. 8 第 5 回評議会開催

7. 10 第 7 回北陸三大学綜合体育大会 （主催北

陸三大学学生体育競技連盟 ， 主管福井大

学） に木学学生 264 名参加
，， 8 月 1 5 日 ま で立山研究室開設

7. 12 事務協議会開催
// 第 5 回北陸三県大学学生交歓芸術祭運

営委員会開催 （於教育学部〉

7. 13 1 4 日 ま で共演組合事務実地監査実施

7. 15  事務協議会開催

( 14 ) 


